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ロ
ロ
で
Ｃ
□
田
田

哭
が晴お
聞

相馬で℃1ヤングサミット

1地域創造ヘ‐
提1言

日
大
沼
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
成
人
式

本
村
の
成
人
式
は
、
昭
和
六
十

年
か
ら
夏
型
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
日
村
内
で
二
十
八
人

（男

十
人
、
女
十
八
人
）
が
新
た
に
大

九
人
が
出
席
し
祝
福
を
受
け
ま
し

松
隆
三
村
長
か
ら

「
日
本
経
済
の

消
防
署
の
設
置
等
各
種
生
活
基
盤

な
が
ら
、
村
も
著
し
く
成
長
し
た
。

い
る
。
魅
力
あ
る
地
域
創
造
の
担

活
躍
し
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
ま

長
、
柏
谷
美
智
雄
選
挙
管
理
委
員

長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述

べ
た

後
、
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

君
が

「主
体
性
を
持
ち
、
知
性
を

割
に
情
熱
を
込
め
て
頑
張
り
ま
す
」

な
が
ら
近
況
報
告
等
を
行

っ
て
い

式
典
後
は
、
し
う
ら
音
頭
を
作

詞
し
た
十
三
地
区
小
山
内
文
明
さ

も
う
」
を
演
題
と
し
て
記
念
講
演

の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
、
中
津
軽

郡
相
馬
村
に
お
い
て

「
ヤ

ノ
グ
サ

な
り
ま
す
。
過
疎
振
興
対
策
の

一

年
交
流
を
実
施
し
、
過
疎
地
域
の

実
情
把
握
と
情
報
交
換
を
通
し
て

地
域
活
性
化
の
高
揚
を
図
る
こ
と

レ
意
見
発
表
す
る
田
中
律
子
さ
ん

開
会
式
で
は
、
実
行
委
員
会
副

村
企
画
財
政
課
長
）
が

「
若
者
は

結
果
を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。
勇

「星
と
森
の
ロ
マ
ン
ト
ビ
ア
」
施

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
過
疎
町
村
の

特
産
品
を
試
食
し
て
交
流
を
深
め

二
日
目
は
、
若
者
の
地
域
創
造

を
テ
ー
マ
と
し
地
域
づ
く
り
の
活

動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ

と
が
必
要
。
村
お
こ
し
に
積
極
的
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“カヌーで挑義,チ磋麺′
で
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

か
ら
四
年
生
以
上
の
上
級
生
全
員

を
対
象
に
ゆ
と
り
の
時
間
を
利
用

洋
性
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
お

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

―
こ
ぎ
納
め
と
し
て
金
木
町
神
田

橋
か
ら
十
三
湖
ま
で
を
走
破
す
る

出
発
式
で
は
、
八
木
沢
良
蔵
十

二
海
洋
ク
ラ
ブ
会
長
と
島
田
鉱

一

と
生
徒
た
ち
を
激
励
し
た
あ
と
、

生
徒
を
代
表
し
て
米
谷
祐
治
く
ん

今
ま
で
練
習
し
た
全
て
を
つ
く
し

ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
、

神
田
橋
を

一
斉
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

伴
そ
う
す
る
先
生
方
や
父
母
ら

の
声
援
を
受
け
、
途
中
の
あ
ら
ゆ

る
難
所
も
ク
リ
ア
ー
。
六
人
の
息

の
合

っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
が
ん

ば
り
で
、
最
終
地
の
十
二
小
学
校

の
完
走
の
賛
辞
の
な
か
、
お
互
い

の
健
開
と
完
走
を
た
た
え
あ

っ
て

相
川
　
高
昭

相
坂
　
友
人

米
谷
　
祐
治

運
輸
大
臣
杯
争
奪
第
十
二
回
Ｂ

＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
全
国
大
会
が

八
月
十
日
滋
賀
県
高
島
町
琵
琶
湖

三
海
洋
ク
ラ
ブ
六
年
生
小
山
内
め

ぐ
み
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
、
日
本

生
米
谷
祐
治
く
ん
も
堂
々
の
三
位

い
か
ん
な
く
発
揮
、
そ
の
名
を
全

入
賞
し
た
二
人
は
、
島
田
鉱

一

八
月
二
十
六
日
役
場
を
訪
れ
、
今



村
で
は
、
深
刻
化
す
る
水
稲
の

不
稔
被
害
救
済
対
策
に
万
全
を
期

す
る
た
め
、
九
月
十
日

「
晨
作
物

冷
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し

今
年
は
暖
冬
に
加
え
、
四
月
以

順
調
に
進
み
田
植
後
の
活
着
も
極

農
作
物
冷
害
対
策
本
部

（本
部
長

策
協
議
会
」
を
開
催
し
、
構
成
員

十

一
人
が
大
田
、
実
取
地
区
を
巡

当
村
の
水
稲
作
付
面
積
は
、
三

不

稔

障

害

に

よ

る
被

害

面

積

は

半

会

議

で

は

①

被

害

の
実

態

は

握

②

良

質

米

確

保

へ
の
適

期

刈

り

取

り

の
推

進

③

乾

燥

調

整

の
技

術

指

導

等

全

力

で

取

り

組

む

こ

と

を

申

被

害

対

策

等

の

経

過

８
月
９
日
　
管
内
水
稲
の
出
穂
状

８
月
２６
日
　
管
内
水
稲
の
生
育
状

況
の
視
察

び
登
熟
調
査
の
実
施

９
月
１０
日
　
農
作
物
冷
害
対
策
本

査
の
実
施
、
県
関
係
機
関
へ
被

害
状
況
の
報
告

９
月
１７
日
～
１９
日
　
村
農
作
物
共

レ
冷
害
に
よ
る
不
稔
障
害
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市
浦
村
戦
没
者
追
悼
式
が
八
月
　
　
ま
す
。
家
族
の
幸
福
を
犠
牲
に
し
、
　

ま
た
、
浦
田
啓
二
郎
市
浦
村
遺
族

十
九
日
、
山
村
広
場
内

「平
和
観
　
　
世
界
の
平
和
を
乱
す
戦
争
は
三
度
　
　
会
長
は

「
私
達
遺
族
は
祖
国
愛
に

音
像
」
の
前
で
行
わ
れ
、
戦
没
者
　
　
と
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
　
　
燃
え
て
散
華
な
さ
れ
た
方
々
の
尊

の
め
い
福
と
平
和
の
誓
い
を
新
た
　
　
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
い
ご
遺
志
を
継
承
し
、
再
び
惨
事

に
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
い
て
、
佐
々
木
嘉
幸
青
森
県
　
　
を
ま
ね
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
心

追
悼
式
に
は
、
遺
族
や
関
係
者
　
　
遺
族
連
合
会
副
会
長
が

「
二
つ
な
　
　
を
ひ
き
じ
め
、
次
代
を
担
う
人
々

約
七
十
名
が
出
席
。
黙
と
う
に
よ
　
　
き
尊
い
命
を
捧
げ
て
国
を
守
り
抜
　
　
に
よ
く
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
住
み

り
四
十
六
年
前
の
犠
牲
者
に
祈
り
　
　
い
た
英
霊
の
大
き
な
犠
牲
に
よ
り
、　
　
よ
い
郷
土
の
建
設
の
た
め
に
努
力

を
捧
げ
た
後
、
高
松
隆
三
村
長
が
　
　
今
日
の
平
和
国
家
が
建
設
さ
れ
ま
　
　
し
ま
す

」。
と
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま

「世
界
は
い
ま
、
対
決
と
不
信
か
　
　
し
た
。
我
が
国
の
永
遠
の
平
和
と
　
　
し
た
。

ら
共
存
の
新
時
代
へ
始
動
し
て
い
　
　
繁
栄
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
」。
と
、　
　
　
こ
の
あ
と
、
来
賓
、
遺
族
ら
が

の
霊
安
か
れ
と
め
い
福
を
祈
り
、

平
和
観
音
像
は
相
内
地
区
山
村

広
場
の

一
角
に
そ
び
え
立
ち
、
戦

争
に
尊
い
生
命
を
捧
げ
た
英
霊
百

二
十
二
人
の
遺
徳
を
し
の
び
、
人

類
恒
久
の
平
和
に
祈
り
を
込
め
て

遺
族
、
関
係
者
に
よ
り
昭
和
五
十

終
戦
以
来
四
十
六
年
の
歳
月
を

経
て
、
遺
族
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
戦
没
者
へ
の
鎮
魂

トリム少年野球大会

「 _

ト

リ

ム

野

球

大

会

が

山

村

広

場

球

場

、

市

浦

中

グ

ラ

ン
ド

を

会

場

に

開

会

式

で

は

、

木

村

義

光

大

会

長

が

「
練

習

の
成

果

を

十

分

に
発

浦
村
長
が

「津
軽
半
島
の
も
う

一

下
さ
い
」
と
選
手
達
を
激
励
し
、

工
藤
恭
太
く
ん

（相
内
小
六
年
）

結
果
は
惜
し
く
も
地
元
チ
ー
ム

の
決
勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
武
田
小
学
校
、
金
木
南
中

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
を
と
げ

▲戦没者追悼式には約七十人の遺族が参列

L

揮
し
悔
い
の
な
い
よ
う
に
」
と
あ

218-
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国

民

年

金

は

、

国

の
社

会

保

障

制

度

で

あ

る

公

的
年

金

制

度

の

ひ

代

と

世

代

が

助

け
合

う

相

互

扶

助

こ
れ

に
対

し

個

人

年

金

は

、

公

た

め

の
、

個

人

の
貯

蓄

の

一
種

を

必
要
で
す
が
、
そ
の
基
礎
と
な
る

も
の
は
国
民
年
金
で
す
。

ま
ず
始
め
に
、
国
民
年
金
に
加

後
の
生
活
設
計
や
経
済
的
余
裕
な

国
民
年
金

（老
齢
基
礎
年
金
、

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
）
や

厚
生
年
金
保
険
等
の
年
金
を
受
給

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の

『現
況
届
」
は
、
引
き
続

い
て
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
事
な
届

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月
の

必
要
事
項
を
正
確
に
記
入
し
、
役

場
で
証
明
を
受
け
、
切
手
を
貼

っ

て
社
会
保
険
庁
へ
返
送
し
て
く
だ

一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
や
、

年
金
が
全
額
支
給
停
止
に
な

っ
て

提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

葛
西
医
師
の

診

療

録

⑩

ず

の
検

査

、

治

療

を

行

い
患

者

の

れ

が

診

療

所

の
役

割

と

い
え

ま

す

。

所

で

は

婦

人

科

的

疾

患

が

疑

わ

れ

る

場

合

検

査

せ
ず

直

接

紹

介

す

る

め

に
あ

ち

こ
ち

の
科

を

た

ら

い
ま

国民年金と個人年金の大きな違い
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ｒ久
９
算
國

碑

ム

‘

紹

一蹂ヨｒ急融型一　　　　　“）”デ導［”代⌒時群“枇　　講織“却卿裁」な「攀〓繊

『秋
田
家
系
図
Ｌ
‐．前
号
で
お
　
　
れ
ば
そ
の
子
「尭
勢
」
（師
季
）
　
　

ま
調
査
を
続
け
て
み
た
結
果
の

話
し
ま
し
た

「尭
勢
」
の
子
と
　
　
が
第
二
代
館
主
、
ま
た
そ
の
子
　
　
推
測
を
次
に
お
話
し
て
み
ま
し

嚇０職製一̈
はい韓舞ｒ燎　　鶴た蹴劉̈
赫̈
毅緯痛昴川　　　雲璽一もわからな
い

『秋
田
家
系
図
』
の
作
者
で
あ

る
秋
田
実
季
も

「貞
季
」
に
つ

蔵
　
　
　
　
ぃ
で
は
確
実
の
と
こ
ろ
わ
か
ら

一季氏　　　　蔽い市っれは中敵議ど研峰糾

　̈　　　̈一一一一̈̈̈
一̈一一

　̈　　̈一̈̈」̈一̈一一̈一、

ル
哉
。
但
又
ソ
レ
ヨ
リ
モ
久
ク

候
哉
」

貞鬼
季貫
の
事じ

績t

私

（実
季
の
こ
と
）
の
先
祖

わ
ち
誌
詠
二
十

一
年

⌒
一
四

一

四
、
足
利
第
四
代
義
持
将
軍
）

れ
ど
、
そ
の
盛
季
の
前
に
貞
秀

⌒貞
季
と
も
い
う
）や
良
季
貧
秋

田
家
系
図
』
の
能
季
）
が
い
る

が
、
こ
の
貞
秀

・
良
季

・
盛
季

三
湊
に
君
臨
し
た
人
で
し
ょ
う

が
居
住
し
て
い
た
も
の
で
し
ょ

う
か
と
い
う
意
味
で
す
。

実
季
が

「秋
田
家
系
図
」
「貞

季
」
「能
季
」
の
事
績
を
空
欄
に

し
て
い
る
の
は
確
実
な
こ
と
が

わ
が
家
の
先
祖
探
究
に
執
念
を

燃
や
し
た
実
季
は
、
換
悩
の
う

う
。
応
永
二
十

一
年
は
盛
季
の

太
郎
と
い
い
ま
す
。
第
二
代
館

主
に
な

っ
た
ゎ
け
で
す
。
熊
野

那
噌
款
識
Ю
勧
憲
（
株
根
放
踏
一

吹
陸
奥
国
密
掴
殿
代
”
協
法
日

記
）
の
「法
季
」
に
比
定
さ
猟

る
人
で
す
。
常
に
父
尭
勢

（師

製
）
と
共
に
行
動
し
、
作
鰤
醐ご

天
皇
に
味
方
し
、
北
条
方
と
戦

は
、
「尭
勢
が
子
安
東
大
郎
卓
季
、

陸
奥
の
国
司
北
畠
中
納
言
顕
家

卿
の
姫
君
に
添
ひ
参
ら
せ
け
り
。

し
故
と
ぞ
聞
え
け
る

」。
と
述
べ

で
あ

っ
た
の
で
、
陸
奥
守
で
あ

ま
た
、
「十
三
湊
新
城
記
』
で

は
、
貞
季
が
正
和
年
中

（
一
三

一
二
～

一
六
）
ら‐こ
計
」
び湊
福
島

城
を
築
城
し
、
智
勇
兼
備
の
英

雄
で
、
遠
近
の
豪
族
は
み
な
貞

し
て
賑
わ
っ
た
こ
と
が
謳
わ
れ

藤
崎
八
幡
宮
の
『藤
井
系
図
』

曽
て
北
畠
顕
家
卿
に
属
し
、
延

元
三
降

（
一
三
二
八
ド
兵
五
百

人
を
率
い
、
上
国
に
赴
む
く
。

五
月
、
顕
家
卿
お
よ
び
津
軽
左

衛
門
督
秀
季
と
与
に
戦
死
す

」。

情
は
Ｆ
曖
利
樽
脈
が
唯
震
醐
天

皇
の
建
武
の
政
権
に
離
反
し
た

時
、
兵
卒
五
百
人
を
連
れ
て
顕

家
卿
の
旗
下
に
馳
せ
参
じ
、
現

在
の
岐
阜
県
大
垣
市
の
西
方
青

野
原
と
い
う
講
場
で
捉
利
軍
と

戦
い
、
武
運
拙
な
く
敗
れ
、
各

地
に
転
戦
し
た
が
戦
い
利
な
Ｋ

遂
に
現
在
の
大
阪
府
堺
市
の
石

津
と
い
う
と
こ
ろ
で
戦
死
し
ま

て
安
藤
菌
氏
が
続
き
ま
す
。

秋
田

一
季
氏
に
伝
来
さ
れ
て
い

る
朱
塗
り
の
鍛
で
す
ｒ
艦
倍
安

藤
蜘
家
の

「雄
扇
に
鷲
羽
二
枚

が
違
い
印
に
描
か
れ
た
」
掟
級

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
討
。
色
鮮



誰が (何人か)ど うしたか」をはっ

【実技試験】 7,500円 ～12,500円

【学科試験】 一律2,300円

:実技試験】平成3年 12月 6日 0

【学科試験】平成4年 2月 2日 ・

●(0177)― (38)-5561

レご存知ですか〃

広報ιリニ侶)



情報をお寄せ<ださい

● し 5世
役場の電話は62-2111

(9)広報ι
'4

◎西1ヒ五地区のRh(― )血液型の

①若者による無謀運転の追放

②シートベルト、ヘルメットの正しい着用の

徹底

③違法駐車の締め出し

市浦村の人口と世帯数  平成3.8.1現在

県 内 の 交 通 事 故 概 況         青森県交通対,剛L議会

1島ふゝ蒐:意El警人



広報ι多4は 0
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(ヘマトクリット管)

ご愛[]彗
村西
曇

市
浦
村
で
は
昨
年
、
の
べ
百
八

十
八
人
の
献
血
が
あ
り
、
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
血

い
献
血
方
式
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

表
Ｉ
　
体
重
別
血
漿
成
分
献
血
の

献
血
量
の
め
や
す

ｍ
成
分
献
血
と
は
‥
‥

献
血
者
か
ら
専
用
の
装
置
を
用

い
て
血
液
の
中
の
血
小
板
と
血
漿

と
い
う
成
分
だ
け
を
採
取
し
、
他

の
血
液
成
分
は
献
血
者
に
お
返
し

す
る
と
い
う
献
血
方
式
で
す
。
手

順
と
し
て
は
①
受
付
②
血
液
比
重

検
査
③
血
圧
測
定
と
医
師
に
よ
る

診
察
④
採
血
⌒約
二
十
分
間
）⑤
休

や
す
時
間
は
全
部
で
四
十
分
か
ら

五
十
分
で
す
が
、
こ
の
献
血
は
、

赤
血
球
等
は
体
内
へ
戻
す
の
で
、

身
体
へ
の
負
担
は
少
な
く
、
女
性

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
血
漿
と
血

小
板
は
私
た
ち
の
体
内
で
毎
日
大

量
に
作
ら
れ
る
た
め
、
三
日
か
ら

七
日
位
で
元
の
状
態
に
戻
り
、
献

血
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
献
血
量
の

め
や
す
は
表
Ｉ
の
と
お
り
で
す
。

※
今
回
の
出
張
採
血
で
は
血
漿
成

分
献
血
を
行
い
ま
し
た
。
血
小
板

献
血
は
血
液
セ
ン
タ
ー
の
み
で
行

表
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漿

０
成
分
献
血
を
医
学
的
に
説
明
す

血
液
に
抗
凝
固
剤
を
加
え
、
ヘ

管
に
入
れ
て
遠
心
沈
殿
を
す
る
と

表
Ｉ
の
よ
う
に
分
離
し
ま
す
。
成

分
献
血
は
、
こ
の
血
漿
と
血
小
板

だ
け
を
採
取
す
る
も
の
で
す
。
（今

回
は
血
漿
成
分
の
み
の
献
血
で
し

た
Ｊ次
に
、
血
小
板
と
血
漿
の
働
き

●
血
小
板

血
液
の
中
で
は

一
番
小
さ
な
細

胞
で
、
ケ
ガ
な
ど
で
血
管
に
傷
が

で
き
る
と
す
ば
や
く
集
ま
り
、
傷

主
と
し
て
白
血
病
患
者
の
治
療
や

外
科
の
大
手
術
の
際
に
用
い
ら
れ

●
血
　
漿

血
小
板
と
と
も
に
止
血
作
用
に

た
ず
さ
わ
り
、
栄
養
分
や
体
内
の

老
廃
物
の
運
搬
も
行

っ
て
い
ま
す
。

０
な
ぜ
成
分
献
血
が
必
要
な
の
か

近
年
、
医
学
と
く
に
臨
床
輸
血

要
と
す
る
血
液
成
分
の
み
を
輸
血

す
る
成
分
輸
血
療
法
が
盛
ん
に
行

分
献
血
で
い
た
だ
い
た
血
液
成
分

は
、　
一
般
献
血
に
比
べ
新
鮮
で
効

果
が
あ
り
、
ま
た
、
多
量
の
血
液

成
分
を
患
者
に
輸
血
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
は
世
界
各

難
治
の
患
者
に
大
き
な
福
音
と
な

成
分
献
血
は
と
て
も
効
果
的
で
、

ム
ダ
が
な
い
新
し
い
献
血
方
式
と

●
採
血
に
は
、
心
電
図

・
尿
検
査

血
液
の
検
査
な
ど
、
十
分
な
事
前

検
診
を
行
い
、　
一
定
の
基
準
に
合

格
し
た
方
に
成
分
献
血
を
お
願
い

し

て

い
ま

す

。

採

血

中

も

専

任

の

ド

ク

タ

ー

と

熟

練

し

た

看

護

婦

が

つ

い

て

い
ま

す

の

で
全

く

安

心

で

●

成

分

採

血

の
基

準

は

、

厚

生

省

と

日

赤

血

液

事

業

部

の
研

究

・
調

査

に

よ

っ
て
作

ら

れ

、

安

全

性

が

確

認

さ

れ

て

い
ま

す

。

表

皿

血

漿

成

分

献

血

の

献

血

基

準

（中
疇
（一
酔
（聾々
赫
（椰　構

18歳～64歳

男・女とも50k9以上

1.052以上又は血色素量129/也 以上

6.19/也 以上

2週間を超えていること

24回 以内

柿

地

お

誕

生

知

（脇
元
）
和
人

桃

（脇
元
）
成
光

優

⌒十
二
）
一
臣

紀

⌒十
三
）
昌
浩

也

⌒相
内
）
久
雄

夏

（相
内
）

暁

ご

結

婚

吻
財

隕脇
一こ

５４
歳

相
内
）
８５
歳

脇
元
）
５０
歳

脇
元
）
３４
歳

脇
元
）
７３
才

脇
元
）
４４
歳

相
内
）
７６
歳

-219


